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野田市健康づくり
推進プロジェクト

野田市長 根本 崇

包括的健康管理支援システムの構築
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これからの介護予防の考え方
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①介護度を悪化させない
新・予防給付

②要支援・要介護に
陥らせない
地域支援事業

③活力寿命、健康長寿を延伸させる

④健康長寿意識を高め、
元気なままで高齢期を迎えさせる

脳血管疾患等の発症予防
転倒・骨折予防、体力低下予防

生活習慣病予防、健康・体力増進
生きがい、活躍の場づくり

2005年の1.3倍
（総人口に占める割合25％超）

（総人口に占める割合：約20％）
※全国平均

健康づくり推進プロジェクトのねらい
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介護前段階（特定高齢者）の
介護予防

②

中年世代（40～65歳）と高齢期の
生活習慣病予防、健康体力維持

③、④

高齢期に入る前からの積極的介護予防
（介護予防・生活習慣病予防）

市民同士で支えあう健康づくり

① 要支援1・2の
介護状態の悪化防止、要介護度の改善
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健康づくり・介護予防の場

一般参加
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健康づくり推進プロジェクトのまとめ

生活習慣病予防で将来の介護予防
メタボリックシンドローム予防 → 心疾患・脳血管疾患の予防、

若い世代に対する健康長寿意識の啓発

個人の意識変化と積極的取り組みによる健康づくり
行動変容を促す健康づくり事業

市民同士で支えあう地域の健康づくり・介護予防システム

介護予防サポーターの育成と活動環境の整備

自分の健康を自分で守りながら、社会活動に参加し、

活力寿命の延伸を目指す施策体系の整備
包括的健康管理支援システムの完成と評価、住民への周知


